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第１部 認定病理検査技師制度の概要 

一般社団法人 日本臨床検査技師会（日臨技） 

 

平成26年度より認定一般検査技師、染色体遺伝子検査、管理検査に

引き続き、あらたに認定病理検査技師制度を発足 

 

第1回 209名（試験合格率89.3％） 

第2回 182名（試験合格率79.5％） 
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がん診療連携拠点病院 

 がん診療連携拠点病院等全国どこでも質の高いがん医療を提供することがで
きるよう、全国にがん診療連携拠点病院を３９９箇所、地域がん診療病院を２
８箇所、指定しています（平成２８年４月１日現在）。 
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２）診療従事者 

[1] 専門的な知識及び技能を有する医師の配置 

エ 専従の病理診断に携わる医師を１人以上配置すること。なお、当該医師については、原則と 

  して常勤であること。 

 
[2] 専門的な知識及び技能を有するコメディカルスタッフの配置 

エ 細胞診断に係る業務に携わる者を１人以上配置することが望ましい。 

   
・がん診療連携拠点病院の整備について   健発第0301001号 平成２０年３月１日 

・がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針   がん診療連携拠点病院等の指定について  健発0110 第7号 平成26年 1 月10 日  



平成２８年医科診療報酬 第２章特掲診療料 第１３部 病理診断 

平成28年7月千葉県臨床検査技師会第2回病理細胞診研修会 4 

第８４の４ テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製 

 1 テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製に関する施設基準 

  (1) 送信側(検体採取が行われる保険医療機関)においては，病理診断業務について5年以上の経験を有し， 

    凍結切片を作製することが可能な常勤の検査技師(臨床検査技師又は衛生検査技師)が1名以上配置されている 

    こと。 

  (2) 受信側(病理診断が行われる保健医療機関)においては，病理診断を専ら担当する常勤の医師が勤務する特 

    定機能病院，臨床研修指定病院，へき地医療拠点病院，へき地中核病院又はへき地医療支援病院であること。 

 

第８４の５ テレパソロジーによる術中迅速細胞診 

 1 テレパソロジーによる術中迅速細胞診に関する施設基準 

  (1) 送信側(検体採取が行われる保険医療機関)においては，病理診断業務について5年以上の経験を有し， 

    細胞診の経験を十分に有する検査技師(臨床検査技師又は衛生検査技師)が1名以上配置されていること。 

  (2) 受信側(病理診断が行われる保健医療機関)においては，病理診断を専ら担当する常勤の医師が勤務する特定 

    機能病院，臨床研修指定病院，へき地医療拠点病院，へき地中核病院又はへき地医療支援病院であること。 



 

• 病理学会と日臨技の共同作業 

 

• NPO法人 日本病理精度保証機構 

   日臨技2名理事 1名の社員 9名日臨技会員 

 

• 認定病理検査技師制度 

   病理学会4名の委員 

  

「病理検査技師の定義」 
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認定病理検査技師制度規則  
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第一章 総則  

第一条 認定病理検査技師制度は臨床に関わる病理検査の適切な利用
と、検査結果を最大限に診療に反映させるために、専門知識および
高度な技術に対応できる検査資格者の育成を図り、病理検査の発展
と普及を促進することを目的とする。また、病理検査 の精度保証を
通して、医療の安全と患者の安心を守り、国民医療の向上に寄与す
る ことを目的とする。  

 

第二条 この制度は日臨技認定センター定款に基づいて実施する 

認定病理検査技師制度規則 - 一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会 
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認定病理検査技師制度規則  

平成28年7月千葉県臨床検査技師会第2回病理細胞診研修会 7 

 

第二章  認定病理検査技師申請者の資格  

 

１．日本臨床衛生検査技師会の会員 

           臨床検査技師の国家資格を有する 

２．「日臨技生涯教育研修制度」修了者 

３．「認定病理検査技師制度受験資格取得指定講習会」  

４．日本病理学会会員の医師、または所属施設長の推薦  

５．病理検査業務に５年以上従事 



認定病理検査技師 カリキュラム想定される業務項目 

1. 標準化された病理標本作製技術とその精度管理業務 

2. 病理解剖介助業務 

3. テレパソロジー等、遠隔病理診断標本作製に係る業務 

4. 作業環境整備および管理業務（ホルムアルデヒドや有機溶剤対策など） 

5. オーダーメイド医療の実現のためのバイオバンクにおける等の検体取り扱い 

6. 感染症対策業務 

7. 医療廃棄物の適正処理および管理業務 

8. 毒物劇物の管理業務 

9. 後進の指導 

10. その他、病理医の指導の下に行う業務 
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求められる「病理検査技師」 
 

• 精度管理および標準化の確立に貢献できる者 

• 検査室の管理運営に必要なマネジメントスキルを修得した者 

• 病理検査に関する高度な学識・技術を修得し、 

                後進の育成に貢献できる者 

• 病理医と強調し、より良質な医療を国民に提供する者 
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期待できる効果 

1. 精度の高い病理技術が提供されることにより国民の医療に貢献 

2. 標準化された病理技術の修得による医療の均てん化 

3. 病理組織標本作製の質の向上に伴う病理診断の向上 

4. 病理部門の安全確保 

5. 医療過誤防止 

6. 認定病理検査技師のスキルアップ、キャリアアップ 
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資格更新審査基準単位 
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第四章 認定更新  

 

５年ごとの認定更新は有効期限の最終の年に行うこと 

 

１. 日臨技生涯教育研修制度の終了  

２. 認定センターが主催する医療安全および精度管理に関す 

  る講習会並びに認定病理検査技師活動報告会に５年間で、 

  各１回以上参加していること。    



日臨技 生涯教育制度 

 

「生涯教育修了者であること」という事項が盛り込まれています。 

生涯教育に関しての詳細は日臨技のホームページを参照。 

 

履修期間は5 年間を1 サイクルとして、 

基礎教科（60 点以上） 

専門教科（140 点以上） 

履修点数合計が200 点以上で終了となります 
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資格更新審査基準単位 
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５年間の合計が１５０単位以上を取得して 
 
１．認定技師対象研修への聴講参加   
①（医学検査学会で開催される）認定病理検査技師指定講習会及び  
  活動報告会………２０単位  
 
②各都道府県が主催し、認定センターで認定病理検査技師指定講習 
 会と認定した講習会への参加 で、表.1 認定病理技師資格更新時 
 履修プログラム（履修単位表）に沿った単位履修を申請する。  
      



資格更新審査基準単位 
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２. 実務評価  

 

 単位／年 病理検査を有する施設あるいは病理検体を取り扱う施設   

  

①専任（週日３日を越える勤務）…………１０単位／年    

②兼任（病理検査以外を週に３日以下の勤務）…………５単位／年 

     実務評価は年単位とし一年に満たない場合は承認しない。   



資格更新審査基準単位 
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①認定センター事業 認定試験実務（認定試験監督含む）……………１０単位／年 

   認定病理検査技師 WG 活動…………………………………１０単位／年 

  認定センター主催の研修会…………………………………１０単位／年  

 

② ①以外で病理学あるいは病理技術に関わる研修会実務活動（研修会企画・運営に関与）     
日臨技主催の病理学あるいは病理技術に関わる研修会……２０単位      
各支部（地区）研修会…………………………………………２０単位      
都道府県技師会が主催する研修会……………………………２０単位 
 

③各学会や団体が主催する研修会     
日臨技生涯教育制度へ登録された学会や団体が主催する研修会…………………５単位    
日臨技生涯教育制度への登録はないが認定センターが重要と認めた研修会……５単位     
日臨技生涯教育制度への登録がない学会や団体が主催する研修会………………承認しない  



第２部 認定病理検査技師と教育・職場環境への応用 
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化学物質の法律の浸透 

化学物質の健康障害防止 

化学物質の事故防止 

      ⇓ 

働く人 全員が共通意識を持つ 

      ⇓ 

   何をするべきか？ 

第３回認定病理検査技師指定講習会資料より 

認定病理検査技師 
元日本病理学会 医療業務委員会 
剖検・病理技術委員   
元日本臨床衛生検査技師会環境問題 
対策委員 
 

第1種衛生管理者 

衛生工学衛生管理者 

有機溶剤業務従事者教育  

   インストラクタ－ 

特定化学物質作業主任者 
日医大千葉北総病院衛生管理者 

日医大学千葉北総病院 

  メンタルヘルス対策推進委員 
有機溶剤作業主任者 

甲種防火管理者 

特別管理廃棄物管理責任者 

安全管理者選任時研修修了 

心理相談員 



認定病理検査技師とマネジメント 
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例） 今日のPDCAサイクル 
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目標：認定病理検査技師とマネジメント(能力）の理解 

   

計画（Plan） ：ドラッカーを参考に 認定病理検査技師試験カリキュラムとの相関を考え、 

         プレゼンを行う 

 

実行（Do） ：平成28年千葉県臨床検査技師会第2回病理細胞診研究班でプレゼンを行った 

 

評価（Check）： 意見交換する。目標を達成できたか 

 

改善・処置（Act）： 

 

 

    



認定病理検査技師はマネジメント(能力）が求められる 

ピータードラッカー 
マネージメントの父・経営学の父 
 
マネジメントとはという概念と言葉を発明 
 
著書「マネジメント」は有名 
 
「今やあらゆる先進社会が組織社会になった。
主な社会的課題はすべてマネジメントによって
運営される永続的存在としての組織の手にゆ
だねられる」 
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もしドラ 小学館  

もし高校野球のマネージャーがドラッガーの「マネジメント」を読んだら 



1「我々の事業は何か、何であるべきか」 

あらゆる組織において共通のもの

の見方、理解、方向付け、努力を

するには「我々の事業は何か、何

であるべきか」を定義することが不

可欠である。 
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病理技師の仕事の定義 



2 「顧客とは誰か」 
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「顧客とは誰か」の問いこそ 

          企業の使命定義するうえでもっとも重要なである 
 

顧客customerとは：自社の商品やサービス販売する対象 

 

病理マネジャーにとって顧客とは： 

    病理技師の技術の知識に 

    かかわるすべての人 

 

 

 

• 国（厚生労働省、保健所） 
• 事業主（病院長、社長） 
• 病理医 
• 上長 
• 患者・国民 
• 部下 



3 マーケティング 
「我々は何を売りたいかではなく、顧客は何を買いたいか」問う 
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顧客 かかわるすべての人 
 
国（厚生労働省、保健所、労基） 
事業主（病院長、社長） 
病理医 
上長 
患者 
国民 
部下 

誰が望んでいるか考える 



4 人は最大の資産である 

人のマネジメントとは、人の強みを発揮させることである。 

組織の目的は、人の強みを生産に結び付け人の弱みを中和することである。 

 

• モチベーション↑ 

• 責任を与える      

 

 コーチング・傾聴・教育メンタルetc 
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個々の目標
設定 
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5 すなわち新しい満足をうみだすこと 

イノベーション 

人や技術そのものではなく価値である。組織の中でなく、組織外にもた
らす変化である。イノベーションの戦略は既存のものは全て陳腐化すると
仮定する。 

 

病理技師は何をできるか、何をするか考えよう 
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ドラッカーは「真摯さ」が最も大事 

Integrity ：誠実、一貫、道義、律儀 
真摯（大辞林）：まじめで熱心なこと 
 
ドラッカーの言う「真摯さ」とは？ 
 
みんなで考えてみましょう。  
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